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◆FPGAを活用した、多数のモータの同時制御技術

【背景】

・県内では津軽・県南ともに、各種モータの製造や制御機器を手掛ける製造業が一定数あり、
モータ制御技術を高度化することは県内電子機器産業にとって不可欠です。

・特に多数のモータを同時に制御する技術は、これからのロボット時代に欠かせません。

・現在はマイコンという小さなコンピュータを用いたモータ制御が主流ですが、２～３個の同時
制御でも困難という課題がありました。

【目的】

・10個以上のモータを同時制御できる新たな制御システムを構築します。そのため、FPGA※と

呼ばれる「書き換え可能なデジタル回路」を活用し、従来のマイコンでは成し得なかった高性
能化と小型化の両立を図ります。

【Ｈ３０目標】

・昨年度までにFPGAを用いて4個の同時制御を達成し、基礎技術を確立しました。H30年度は
この技術を10個以上へ拡張した制御回路基板の試作を進めています。

【今後】

・本研究開発は県内企業と共同開発しており、制御システムの製品化を目指しています。

多数のモータの同時制御システムのイメージ
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